
 

 
 

 

科目区分 専門分野 授業科目 母性看護援助論Ⅰ 

講師 助産師 実務経験の有無 有 

単位数（時間） 1 単位（15 時間） 開講年次 2 年次 第 1 学期 

授業概要 

＊講師からのメッセージ 
正常な妊娠・分娩・産褥の経過と新生児の看護について学びましょう 

目的： 妊娠・分娩・産褥期の身体的・心理的・社会的特性を踏まえて正常の看護を理解する 

目標：1.妊娠・分娩・産褥期の身体的・心理的・社会的特性を踏まえた正常褥婦の看護が理解できる 

 2.正常新生児の看護が理解できる 

回 授 業 内 容 授業方法 

1～2 

1.妊娠期の看護 

1)妊娠期の身体的特性 

 ①妊娠の生理 ②胎児の発育とその生理 ③母体の生理的変化 

2)妊婦期の心理・社会的特性 

3)妊婦と胎児の経過診断とアセスメント 

  ①妊娠の経過と診断 ②胎児の発育と健康状態の診断 

4）妊婦と胎児の経過診断とアセスメント 

講義 

3 

2.分娩期の看護 

1)分娩の要素 ①分娩とは ②分娩の三要素 ③胎児と子宮の関係・分娩の機序 

2)分娩の経過 ①分娩の進行と産婦の身体的変化  

講義 

4～7 

1.産褥期の看護 

1)産褥経過 ①産褥期の身体的変化・進行性変化・退行性変化 

②産褥期の心理・社会的変化 

2)褥婦のアセスメント 産褥経過の診断 

3)産褥と家族の看護  退院後の支援 

2.新生児の看護 

1)新生児の生理 ①新生児の機能(呼吸・循環・体温・消化・吸収) 

2)新生児の生理的変化 

 ①ビリルビン代謝と生理的黄疸、②水・電解質代謝・腎機能、③新生児の皮膚 

3)新生児と医療事故、医療安全 

4)新生児の栄養 5)１か月健診までの退院後支援 

講義 

評価方法 筆記試験(100 点) 評価基準参照 

テキスト 医学書院 系統看護学講座 専門分野 母性看護学［2］ 母性看護学各論 

備考 

参考図書 
メディックメディア 病気がみえる Vol.10 産科 

備考 既習関連科目：小児看護援助論 母性看護学概論 


